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より良い世界貿易システムをつくる 
 
クリスティーヌ・ラガルド 2018 年 5 月 29 日 

 

カリフォルニアにて 3D 印刷した自転車のフレームを検査するエンジニアたち。サービス貿易が劇的に伸びており、 
テクノロジー利用が国家間の貿易のあり方を変えつつある (写真: Stephen Lam/Reuters/Newscom) 
 
 
 世界貿易に関する最近のニュースは、保護主義的な措置や外交面での緊張に焦点を当て

る傾向にありました。こうした課題に伴って、世界中で経済成長と雇用を心配する声が上がり

ました。 

 しかし、今日の議論ではしばしば取り上げられていない点があります。それは、貿易の新時

代が始まりつつあることです。この新たな時代では、データ流通が物理的な貿易よりも重要に

なりつつあります。 

新たな時代 

 考えてみてください。1986 年から 2008 年にかけて、財とサービスの世界貿易額は、世界経

済の成長速度と比べて、2 倍以上のスピードで伸びました。しかし、近年では、この比較的伝

統的な種類の貿易の伸びは世界経済成長率を辛うじて上回ってきた程度です。 
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 一方で、デジタルの流れが急加速してきました。シスコによると、2005 年から 2016 年にかけ

て、国際的な帯域幅の使用は 2005 年から 2016 年に 90 倍に増えており、2023 年までにさら

に 13 倍に増加することが予測されています。 

 これは単にビデオのストリーミングやスカイプ通話、そして SNS への投稿だけの問題ではな

いのです。データが別の流れを加速させる役割を果たしているという問題でもあるのです。とり

わけデータは、エンジニアリングから通信、運輸にいたるまでのサービスの貿易可能性を高め

ています。 

 ですから、多くの点で、貿易の未来はデータの未来なのです。 

 政策立案を担う人々にとって、これは国々の間に新しい経済の橋を架ける上で、より良い世

界貿易システムをつくる上で、これは大きなチャンスとなっています。 

 より良い貿易の土台となる 4 つの要素について、ここで取り上げさせてください。 

1. サービス貿易の拡大 
 良い知らせは、サービス貿易が比較的速く拡大してきていることです。現在、サービス貿易

は世界の輸出の 5 分の 1 を占めています。試算結果の中には、世界のサービス貿易の半分

が既にデジタル技術によって牽引されているとするものもあります。 
 
 さはさりながら、サービス貿易は貿易障壁がいまだに非常に高い分野でもあります。30%か

ら 50%程度の関税に相当するのです。 
 
 こうした障壁を是正し、デジタル化を進めることで、サービスが世界貿易の主な推進力にな

るのではと私たちは考えています。誰が一番の恩恵を受けることになるのでしょうか。 
 
• 先進国・地域。なぜなら金融、法務やコンサルティングなどサービス業の多くの分野で世

界的な競争力を持っているからです。 
 
• コロンビアやガーナ、フィリピンなどの発展途上国。なぜなら、こうした国々は通信や企業

向けサービスなど貿易可能なサービスの成長を促しているからです。 
 

• 世界的な市場で専門技能を活かすためにデジタル・ツールを用いることができる何百万

もの小規模企業や個人。 

 しかし、これは始まりにすぎません。わたしは 21 世紀の『国富論』をサービス貿易の上に成り

立たせることができるだろうと考えています。 

  

https://www.gtap.agecon.purdue.edu/resources/download/5867.pdf
https://www.gtap.agecon.purdue.edu/resources/download/5867.pdf
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2. 生産性の向上 
 私たちはこの目標を貿易の生産性を高めることで達成できるでしょう。どのような方法がある

でしょうか。「物理的」なものが中心である貿易の流れから、よりデータに牽引されたものが中

心である貿易の流れへと、貿易の重心のさらなる移行を促進することが、その答えとなります。 

 例えば、機械化を進めることで、企業は事業の一部を国内に戻すことができるようになって

います。事実、過去 20 年間に見られたアウトソースや国外への事業移転が一部、逆戻りして

いるのです。 

 これに伴って、多くの先進国・地域で、製造業の若返りが促進される可能性があり、より国内

に根差した工場と、賃金がさらに高い雇用が期待できるようになるかもしれません。 

 また、3D 印刷によって、企業は生産を顧客により近いところで行えるようになる可能性があり

ます。企業にとっては、迅速に試作品をつくり、カスタマイズを行える利点があります。例えば、

ある大手靴ブランドは、目抜き通りにかまえたお店でカスタムメイドの靴底を 3D 印刷していま

すが、そうすることで大衆市場向けに靴のオーダーメイドを展開しているのです。 

 こうしたトレンドが継続すれば、サプライチェーンは短くなり、生産性を高め、炭素集約度を

低下させるかもしれません。 

 一方で、デジタル化に伴い、世界貿易における競争も激化します。結果、新たな技術や効

率性の高い商慣行に投資を強化するように企業は促されます。 

 新しく IMF が発表した分析では、競争が激しくなると、国境を越えた技術の伝播が加速する

ことが示されています。また、イノベーション自体のペースも速まるのです。 

 この結果、企業や消費者にとっての価格が下がります。消費者のうち、最も貧しい 10%に属

する人々は購買力の 3 分の 2 近くを貿易から得ていると試算されています。 

3. 包摂性を高める 
 こうした利点は、国々の間に経済の橋を架けるメリットがどれほど大きいかを物語っています。

しかし、あまりにも多くの人々がこうした橋の陰で生き続けてきたのです。 

 貿易におけるデジタル革命は独自の課題をもたらし、競争のための準備が整っていない労

働者にさらなるプレッシャーをかけることになります。 

 ですから、包摂性を高める必要があるのです。職業訓練や社会的なセーフティネットを拡大

する利点を考えてみてください。こうした施策によって、労働者は能力を高め、より質の高い雇

用へと移行することが可能になります。 

 例えば、カナダやスウェーデンの経験からは、OJT による職業訓練が教室での学習よりも効

果が高いとわかっています。 

https://www.economist.com/science-and-technology/2018/05/22/shoemakers-bring-bespoke-footwear-to-the-high-street?fsrc=scn/fb/te/bl/ed/shoemakersbringbespokefootweartothehighstreethightechcobblers
http://www.imf.org/en/Publications/WEO/Issues/2018/03/20/%7E/media/Files/Publications/WEO/2018/April/c4.ashx?la=en
https://academic.oup.com/qje/article/131/3/1113/2461162
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 こうした分野に限らず、国々が貿易の新時代に向けて備えられるように IMF は支援を行な

っています。 

 世界レベルで私たちは為替相場を分析し、世界経済の不均衡をモニタリングしています。 

 国レベルでは、私たちは 189 か国の加盟国すべてと、貿易面や投資面での障壁撤廃を支

援するために、協力をしています。民間部門が生き生きと活動して雇用を生み出せる、より開

かれた経済を奨励しているのです。 

 つまり、私たちは、誰もが貿易の恩恵を享受できるように貿易を改善するためには、その生

産性を高め、サービス貿易にさらに基づくものにし、その包摂度を高める必要があると、考え

ています。 

 こうした目標を達成するためには、貿易を国際的にさらに協調的なものにするべきです。 

4. 国際協力の強化 
 過去 70 年間にわたって、多国間貿易制度をつくるために国々は力を合わせてきました。そ

して、この制度のおかげで、何億人もの人々が貧困を脱することができたのです。あらゆる

国々において、所得が増え、生活水準が向上してきました。 
 
 しかし、この制度は、貿易の新時代に適応するのに合わせて、改善が必要です。 

 例えば、多くの政府が現在、WTOルールが真正面から対象としていない大きな問題に苦慮

しています。こうした問題は例えば、国家による様々な補助金やデータ流通に対する規制、知

的財産権の保護の問題です。 

 こうした問題に対処するためには、貿易に関して「プルリ合意」を行うことも可能です。これは

つまり、同様の考え方を持つ複数の有志国が WTO の枠組みの中で取り組むことに同意し、

合意形成を行うことです。また、e コマースやデジタルサービスの面で新たな WTO 協定を交

渉する余地も存在します。 

 こうした問題に関して言えば、TPP11 とも呼ばれる新たな環太平洋パートナーシップ協定を

励みとして受け止めることもできるでしょう。広域貿易協定の中で初めて、TPP11 諸国はサー

ビス提供者や投資家を対象に国境を越えた情報の自由な流通を保証することになります。 

 今こそ、ルールが尊重され、国々が協力関係の中で力を合わせ、公平性に向けて誰もが尽

力する多国間主義的な環境における貿易改革をさらに前へと進めるべきです。 

 新たな経済の橋を架けることによって、新たな貿易の時代を形作ることによって、私たちは世

界中のコミュニティがより平和で、さらに繁栄できるように促進していけると私は信じています。 

  

https://en.wikipedia.org/wiki/Comprehensive_and_Progressive_Agreement_for_Trans-Pacific_Partnership
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***** 

クリスティーヌ・ラガルドは、国際通貨基金専務理事。1 期目の 5 年間を終

了し、2016年 7月に 2期目に再任命。フランス国籍。2007年 6月から 2011
年 7月まで同国の財務相。また、それ以前に 2年間、対外貿易担当相も務

めた。 

反トラスト法、労働法弁護士として多方面で活躍。ベーカー&マッケンジー

国際法律事務所のパートナーとして活躍し、1999 年 10 月には同事務所の

チェアマンに就任。2005 年 6 月にフランスで初の入閣を果たす。ラガルド

氏は、政治学院と第 10 大学ロースクールで学位を取得。パリ第 10 大学で

はベーカー&マッケンジー事務所勤務前の 1981 年に講義を行った経験も

有する。 

 

https://blogs.imf.org/wp-content/uploads/2011/11/MD-official.jpg

